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1 文学開眼 S14.7.20 赤塚書房 0.8 作家の心情 僕の文学開眼 アフォリズム以下 魯迅の遺言 藤澤清造氏の死その他 トオマス・マンの言葉 父と私の文学 藝術小説 短篇小説について 新人の足跡 ペンを祭る 帰郷作家の言葉 弱小作家 田舎の感想 一作家の覚悟 匹夫の志 作家生活 私の文学的計劃古屋綱武氏の「川端康成」志賀直哉小論 遺族の文章 1937年の小説界 努力と天分 新ロマンチシズムについて田舎生活への思慕 上野博物館について 文学開眼後書

2 現代作家印象記 S14.12.20 赤塚書房 0.8 幸田露伴 長谷川如是閑 谷崎潤一郎 山のホテルの人々 宇野浩二 室生犀星 横光利一 川端康成 林房雄 後書

3 小説を書きながらの感想 S17.10.20 文林道雙魚房 2.5 眠られぬ夜 わが評論の態度 文藝時評 純粋への郷愁 文章時評 私の小説勉強 若き世代について 身体性に面して 詩人の境涯 節度ある文章 文藝時評 小説を書きながらの感想 文藝時評 自己に即して 文学者の宿命 私小説私観 葛西善藏 青春について 文学的忠言への感謝 私小説論議 文学と冒険 文学の振・不振の問題 あとがき

4 不断の花 S19.2.20 地平社 2.44 田園起居 村の散歩者 母校 田園小品 狐 山火事 故郷抄 講 先祖祭り 建碑式 田園ノオト 椎の実拾ひ 鐵橋の町 田園歳末記 区長改選の日 財産整理 郷愁 土佐風景 天沼雑記 心と影 熊本市上林町 蘆花 酒匂郁也を憶ふ 法隆寺の敬体 署名帖 支那料理店ピノチオにてかけた茶碗について印象記 加能作次郎 谷崎精二 近松秋江 苦難の日 旧友消息 正倉院御物拝観 作家生活瑣談 小袖貝の話 大正の本 正宗白鳥会見記標本室 丸山晩霞遺作展藤村近影 田畑修一郎追悼天沼雑記（風物篇）天沼雑記 学校参観 花 Ｎ大学幼稚園 鶉の卵 秋祭り ゆかりの家 迎春 夏籠り 命 一匹の蠶 小庭記 秋日抄 跋記

5 文学の歓びと苦しみについて S22.11.10 圭文社 80 自序 （戦争前の感想） 外的世界と内的風景時局と文学の二潮流 ﾄｰﾏｽ･ﾏﾝとﾊﾝｽ･ｶﾛｯｻ 辛辣なる作家についてジイドと藤村の場合 病気と仕事 苦悶の喪失 （戦争中の感想） 嘉村礒多 やっつけられた朝 僕の文学的故郷徳田秋聲氏の死故郷への回帰 私小説の新意義文学と處世 僕の読書 文学者の本然 表現への執着 東京にありて 純文学のために 現実に即して 作家の窮乏 （戦争後の感想） 新文化の建設 わが文学の途 極性の地獄 文学時評 文学一家言 人間即文学 ジャーナリズムについて 島木健作の「出発まで」最近の文藝雑誌から

6 文と本と旅と S34.5.10 五月書房 280 文学の20年 まともな文章 私小説を解明する 私小説作法 雪のニュアンス モデル （本） 古本漁り 本道楽 故郷の本箱 座右の書 「神曲」が三冊揃ふ話 荻窪の古本市 圓本合戦時代 文藝誌今昔比較論 芳水詩集 （旅） 南の正月 故郷の冬 ふるさとの海 海村行 諸国名物 甲州御坂峠 相州下曽我の景色 木曾馬籠 京都の思ひ出 鎮西遠望 旅の絵葉書 山氣 水郷の旅 美幌の老婆 旅行上手と旅行下手 （酒） 一酒徒 二級酒 阿佐ヶ谷案内酒わすれ 酒の卒業生は語る酒解禁 文壇酒友録 あとがき

7 土佐 S34.11.15 中外書房 380 縞帳 柳の葉よりも小さな町海山 四国路 郷土随筆 ふるさとの城 蠣瀬川懐郷 海 新穀 感謝 故郷風物誌 椎の実拾い 冬 蜜柑いろいろ 南の正月 ふるさとの肴 春蘭 春 ｳﾏﾒｶﾞｼ ﾊﾞｯﾀ捕り 楊梅と黄平 夏 雨乞ひ 台風の思ひ出 舊先生 城下 「坊さん」慶禅の墓 亀五郎・一絃琴 海村行 未完文集 あとがき 武林敬吉と共著
8 草餅 44.4.25 筑摩書房 950 二月道の机 双生児 甥の結婚 このごろ 早朝のテレビ ﾖｼﾓﾄの夢 従姉の手紙 近況 病中読書 明治村版「吾輩は猫である」全集について 主治医 遠足 誕生日 秋元さん 草餅 大柳君 庭の柿の木 五目鮨 鴨池君の死 未亡人 暦 野良猫 巡回工作班 隣のお手伝ひさん 我が家の郷土玩具 野鳥 白雀 秋草 コロー 寄せ書 文学塔 高所恐怖症 雨端硯 二月堂の机 誕生日と月蝕きのこ 合唱 お年玉 皺 鮎 立春大福 中山義秀来訪 除幕式 深大寺の森 鱒二焼 川端さんの染筆父の成績表 日露戦争の思ひ出 中風の思ひ出 オ一二 八甲田山の歌 読本 星取表 恋文 橋本先生 五十銭銀貨 佐岡の一本松 白秋の「思ひ出」校歌 前垂れの話 父の成績表 「坊ちゃん」の機関車四寮六室 熊本市公会堂 熊本二題 卒業式の季節 邂逅 女優一色久子 渋谷百軒店と弁慶橋帝国ホテル 日赤病院 Love and Humanitiy 妻の遺品 荒木巍十八年忌中村地平追憶 のれんの話 前橋にて 芭蕉の碑 木山君の死 「柳の葉よりも小さな町」など 褒め貶し 「薔薇盗人」について水野仙子と素木しづ子 大島野增にて 日記 暮春日記

9 随筆集幸徳秋水の甥 S50.8.25 新潮社 1300 野の酒 江津湖 司牡丹の記 川端康成朝臣 若き友人の死 メーテルリンク ふるさとの城 「枯木のある風景」の出来るまで緑のピストル 童話について 郷里のグラウンド 病床雑記 最初の稿料 小川義章師の訃「其面影」 荻窪の古本市 すずり箱 病床六尺 おばけの金太 井伏さんと青ヶ島から来た手紙保高さんをねぎらう 「文藝ﾚﾋﾞｭｰ」と「春夏秋冬」四月 楢崎さん 観平君 内心では暑さ歓迎 ある宗教画家 犀星さんの「春の寺」上田英夫先生 忘れ得ぬ恩師ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝ先生 河内みかん 百歳の媼 日高川 橘以南の句 名山 玉川屋 足袋の思い出 中山義秀君の死黒猫 土讃線に思う 一日に精々三枚 久地梅林 四萬十川の歌 俳句と私 長命寺の桜もち浅見夕煙追悼 悲観しない病者 太田投手・江川投手なつかしき思い出の本飢え 柔和と私 孝子廣津和郎 愛されて愛せざる人やある 足摺岬遠望 吉田さんの思い出 ごあいさつ受賞の言葉 「ブロンズの首」について富士の夢 真の達人 吉川昇先生を悼む 安成さん 幸徳秋水の甥

10
11 現代日本小説大系52 S25.10.30 河出書房 貧窮問答 流萬記 解説：中島健蔵
12 昭和文学全集53（昭和短編集） S30.2.15 角川書店 聖ヨハネ病院にて 解説：平野　謙

13
現代日本文学全集40（瀧井孝作・尾崎一
雄・外村繁・上林暁）

S30.12.20 筑摩書房 350 薔薇盗人 ちちははの記 野 二閑人交游図 貧窮問答 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 月魄
作家論（上林暁）・山本健吉
解説：河盛好蔵

14 新選現代日本文学全集８（上林暁全集） S34.4.25 筑摩書房 風致區 きょうだい夫婦 嶺光書房 現世圖鱠 四国路 嬬戀ひ 擬宝珠庵 スケッチ・ブック 弔ひ鳥 古風 小さな蠣瀬川のほとり 開運の願 子の消息 更年期 約束の家 草深野 禁酒宣言 真少女 零落者の群 青春自畫像 鉛筆の家 姫鏡台 緋文字 マゾルカ 入社試験 たばこ 梧桐の家 柳の葉よりも小さな町大作咄 村八分 大懺悔 三人姉妹 説教聴聞 伏字 光明院の鐘の音和日庵 櫻貝 つつじを看る 過ぎゆきの歌 春の坂 絶食の季節 舊病院 聖ヨハネ病院再訪 揚雲雀
作家論（上林暁について・田宮虎彦）
解説：市原豊太
解説：河盛好蔵

15 昭和文学全集9（上林暁・外村繁） S37.3.5 角川書店 薔薇盗人 ちちははの記 野 小便小僧 聖ヨハネ病院にて 晩春日記 四國路 嬬戀ひ 眞少女 鉛筆の家 姫鏡臺 柳の葉よりも小さな町 父母の膝下 過ぎゆきの歌 春の坂 天草土産 迷い子札 解説：浅見　淵

16
「日本文学全集33」（瀧井孝作・尾崎一雄・
上林暁）

S38.10.20 新潮社 天草土産 安住の家 明月記 聖ヨハネ病院にて 父母の膝下 春の坂 諷詠詩人 解説：河盛好蔵

17
「現代文学大系31」（瀧井孝作・尾崎一雄・
上林暁集）

S40.12.15 筑摩書房 ちちははの記 野 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 嬬戀ひ 青春自畫像 聖ヨハネ病院再訪 春の坂 御目の雫 人と文学・浅見淵

18
「日本現代文学全集84」（上林暁・外村繁・
川崎長太郎集）

ｓ40.919 講談社 500 薔薇盗人 ちちははの記 野 二閑人交游図 貧窮問答 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 月魄
作品解説：瀬沼茂樹
上林暁入門：浅見淵

19
「日本短篇文学全集27」（瀧井孝作・上林
暁・外村繁集）

S43.10.25 筑摩書房 野 夏暦 聖ヨハネ病院にて 白い屋形船 鑑賞：串田孫一

20
「カラー版日本文学全集31」（尾崎一雄・上
林暁・永井龍男集）

S44.10.30 河出書房新社 薔薇盗人 ちちははの記 現世圖鱠 聖ヨハネ病院にて 嬬戀ひ 滞郷記 小さな蠣瀬川のほとり 春の坂 白い屋形船 解説：浅見淵

21
「日本の文学52」（尾崎一雄・外村繁・上林
暁）

S44.12.5 中央公論社 薔薇盗人 ちちははの記 野 二閑人交游図 明月記 小便小僧 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 開運の願 解説：三島由紀夫

22
「現代日本文学大系65」（井伏鱒
二・上林暁集）

s445.8.5 筑摩書房 薔薇盗人 天草土産 ちちははの記 野 二閑人交游図 明月記 小便小僧 夏暦 聖ヨハネ病院にて 月魄 御目の雫 白い屋形船 母ハルエ
付録・（上林暁）青柳瑞穂（上林暁の文学
をめぐって）伊藤整（上林暁）山本健吉

23
「日本文学全集52」（上林暁・木
山捷平集）

S50.2.8 集英社 薔薇盗人 ちちははの記 野 不思議の国 明月記 風船競争 小便小僧 現世圖鱠 聖ヨハネ病院にて 死者の聲 青春自畫像 姫鏡臺 春の坂 白い屋形船 作家と作品・渋川曉

24
「筑摩現代文学大系30」（瀧井孝
作・上林暁編）

S53.10.30 筑摩書房 ちちははの記 野 晩春日記 聖ヨハネ病院にて 嬬戀ひ 青春自畫像 聖ヨハネ病院再訪 春の坂 御目の雫 番外地からの手紙 迷い子札 白い屋形船 母ハルエ 父イタロウ ジョン・クレアの詩集朱色の卵 極楽寺門前 人と文学・浅見淵

25 「幼年」（第二輯） S25.6.20 西荻書店 小便小僧

26 「中学生全集68」（現代名作選） S27.1.25 筑摩書房 小便小僧 読者のために（解説）・臼井吉見

27
「戦後十年名作選集」（第二集）
（臼井吉見編・ｶｯﾊﾟﾌﾞｯｸｽ）

ｓ30.5 光文社 聖ヨハネ病院にて 解説：臼井吉見

28
「小便小僧・聖ヨハネ病院にて」
（現代日本名作選）

S28.8.31 筑摩書房 薔薇盗人 安住の家 学校 野 二閑人交游図 小便小僧 悲歌 遅櫻 聖ヨハネ病院にて 開運の願 禁酒宣言 月魄 解説：瀬沼茂樹

29 「現代紀行文学全集（南日本編）」 S33.9.15 修道者 岬の僧坊にて

30 「世界短篇文学全集17」（日本編） S37.12.20 集英社 聖ヨハネ病院にて

31 「日本青春文学名作選23」 S40.6.10 学習研究社 聖ヨハネ病院にて

32 「よみうりどうわ2」（読売少年新聞部編） S42.3.10 盛光社 赤いせに

33 「よみうりどうわ4」（読売少年新聞部編） 盛光社 母のおとずれ

34 「よみうりどうわ5」（読売少年新聞部編） 盛光社 出羽ケ嶽

35 「よみうりどうわ9」（読売少年新聞部編） 盛光社 じまん話

36 「新・びわの実学校名作選・少年版」 S49.4.5 講談社 福の小づち

37 「上林暁集」（市民文庫） S28.3.20 河出書房 機部屋三昧 海山 淋しき足跡 天草土産 夭折 大学構内 眞少女 青春自畫像 梧桐の家 解説：山本健吉

38
「聖ヨハネ病院にて」―病妻物語
全篇―」（角川文庫）

S30.7.10 角川書店 明月記 悲歌 命の家 晩春日記 遅櫻 聖ヨハネ病院にて 嬬戀ひ あとがき 解説：外村繁

39 「姫鏡臺」（角川文庫） S32.3.30 角川書店 きょうだい夫婦 開運の願 姫鏡臺 柳の葉よりも小さな町子の消息 マヅルカ 父母の膝下 鉛筆の家 櫻貝 聖ヨハネ病院再訪

40 武蔵野随筆 S17.11.20 文林道雙魚房 320 武蔵野の文学

41
「武蔵野」（日本の風土記叢書）
上林暁編

S33.12.25 実文館 草深野

42
「少年少女文学風土記―高知」
上林暁編

S34.12.20 泰光堂 幡多ところどころ 子の消息

43
「宇野浩二回想」上林暁・川崎長
太郎・渋川曉編

S38.9.21 中央公論社 「枯木のある風景」まで

44 「新芸術家講座第一巻（小説篇）」 S24.2.10 文體社 題材と実生活

45 「文章講座4」（創作方法一） S29.9.30 河出書房 私小説作法

46 「私の中の日本人　続」 S53.11.5 新潮社 徳廣伊太郎

47 「日本小説代表全集10」 S18.8.20 小山書店 明月記

48 現代珠玉集第二輯（掛川長平編） S22.7.30 鳳文書林 流萬記

49
「年刊創作傑作集第一輯」（日本
文芸協会編）

S22.8.10 桃蹊書房 聖ヨハネ病院にて

50 「日本小説代表作全集14」 S22.9.10 小出書店 遅櫻

51
「現代日本文学選集第六巻」（日
本ペンクラブ編）

S23.5.31 細川書店 聖ヨハネ病院にて

52 「文藝評論年鑑昭和23年度」 S24.2.25 全国書房刊 私小説の運命

53 「日本小説代表作全集23」 S26.3.25 小山書店 零落者の群

54 「創作代表選集8」（日本文芸家協会編） S26.9.15 講談社 姫鏡臺

55 「創作代表選集11」（日本文芸家協会編） S28.4.30 講談社 梧桐の家

56 「創作代表選集13」（日本文芸家協会編） S29.6.5 講談社 大懺悔

57 「創作代表選集15」（日本文芸家協会編） S30.4.30 講談社 インパネス

58 「創作代表選集18」（日本文芸家協会編） S31.11.16 講談社 和日庵

59 「創作代表選集19」（日本文芸家協会編） S32.4.20 講談社 櫻貝

60 「創作代表選集20」（日本文芸家協会編） S32.10.30 講談社 つつじを看る

61 「創作代表選集22」（日本文芸家協会編） S33.9.15 講談社 同窓会

62 「創作代表選集24」（日本文芸家協会編） S34.8.25 講談社 御目の雫

63 「創作代表選集25」（日本文芸家協会編） S35.4.25 講談社 美人畫幻想

64 「文学選集28」（日本文藝家協会編） S38.7.25 講談社 去年の薔薇

65 「文学選集29」（日本文藝家協会編） S39.7.25 講談社 諷詠詩人

66 「文学選集30」（日本文藝家協会編） S40.5.10 講談社 父イタロウ

67 「文学選集32」（日本文藝家協会編） S42.5.10 講談社 包丁のあと

68 「文学選集35」（日本文芸家協会編） S45.5.28 講談社 紅い部屋

69 「文学選集36」（日本文芸家協会編） S46.6.20 講談社 筒井筒

70 「文学選集37」（日本文芸家協会編） S47.5.12 講談社 四万十川幻想

71 「文学一九七三」（日本文藝家協会編） S48.6.20 講談社 ばあやん

72 「文学一九七四」（日本文藝家協会編） S49.5.20 講談社 ブロンズの首

73
現代短編名作選9（1969-1973）（日本文芸
家協会編・講談社文庫）

S55.4.15 講談社 四万十川幻想

74
「私小説名作選」（日本ペンクラブ編・中村光
夫選）

S55.6.25 集英社 ブロンズの首

75 高知県昭和期小説名作集７上林 H7.4.25 高知新聞企業 2800 薔薇盗人 学校 安住の家 ちちははの記 風前の灯 離郷記 野 聖ヨハネ病院にて 小さな蛎瀬川のほとり 柳の葉よりも小さな町 岬の僧坊にて 春の坂 白い屋形船 四万十川幻想 ブロンズの首

故郷の本箱 H24.7.30 夏葉社 2200 高根の花 幼な友達 鏡 村の学校 「枯れ木のある風景」の出来るまで 正宗白鳥会見記 律気な井伏鱒二 ブランデン氏の記念品 僕の文学開眼 大正の本 なつかしき本 本道楽 荻窪の古本市 古本漁り 故郷の本箱 座右の書 古本漁りの話 古本屋の親父 古木さん 藤澤清造氏の死 酒匂郁也君を憶う 葛西善蔵 嘉村礒多 昨夏の晩年 田畑修一郎追悼 外村君と私 木山君の死 古田さんの思い出 小説を書きながらの感想

ツェッペリン飛行船と黙想 H24.12.9 幻戯書房 3800 ツェッペリン飛行船と黙想 大正琴 掃除 乙女心 春草 一本の燐寸 妻の夢 今昔 プリモス ことづて 尊者 鮨 立春大吉 活字について 迎春記 蚕を飼った経験 日記 停電 天沼雑記 歳末随筆（一） 歳末随筆（二） 百合 家鴨 お師匠さん 井伏鱒二 幸運と開運 孫の手 ザリガニ 森繁久弥 年譜 仕事部屋通い わが身の五大ニュース 涙 馬場恒吾氏を憶う テレビ初出演 〆切哲学 はやりすたり 年末閑散の記 色紙 女流画家 おんぶく おしゃべり わが庭の記 赤電話 思い出の学園 老夫のこと 父の消息 テレビ結婚 旅行者の見た大方 万年筆の辯 生者すら賑やかす況んや死者をや ベンチ日記 軽井沢回顧ー「山のホテルの人々」補遺 赤ちゃん先生求人広告 やっちゃん全快祝ひ ランドセル ろくろ首 イタチの話数の子 私の病歴 わらべ唄一つ 阪本君を惜しむ 八百屋のおかみさん 土佐大方町 健康を語る 吸江寺 衣巻君・主治医モチシバ 「城外」の人文藝的話題 文藝への刮目 ロレンスとノヴァーリス 汎可能性の時代葉山嘉樹 「春は馬車に乗って」への郷愁 「蟲のいろいろ」と「晩菊」 懸賞放送文学選評 国沢新九郎のこと 芸術的良心への親近ーマン私観 カミュ『夏』 ブルデル展を見る 和田芳恵『名作の出来るまで』 田宮虎彦・田宮千代共著『愛のかたみ』藤村後期の短篇 八月の表情 九月の表情 作家と親不孝 機構と人間 歴史小説について 木山君のこと ﾙﾊﾞｲﾔｰﾄ追憶 落合　『飢』序文 瀧井幸作あれこれ ﾄﾞｽﾄｲｴﾌｽｷｲ 批評家について 一九四九年活躍した作家と有望の新人 何のために書いているか 島崎藤村 志賀直哉 谷崎潤一郎 高村光太郎 森鴎外 永井荷風 戦後の小説ベスト５ 「文芸首都」三十周年記念アンケート 川端康成 自分に言ひ聞かせる言葉 覚書 私のペンネーム 私の代表作 スクリーンの私 某月某日 私の取材法 ひとわれを小説家という 質疑応答 作品の首 涙ぐむの記大山・升田三番勝負第二局千日手再指し直し局観戦記 解題：大隈平城

禁酒宣言 H11.9.22 筑摩書房 880 女の懸命 暮夜 禁酒宣言 いさかい 春寂寥 魔の夜 お竹さんのこと 愉しき昼食 酔態三昧 春浅き宵 女の甲斐性 たばこ 蹣跚 坪内祐三編・編者解説・上林暁の小説における「飲み屋」という「宇宙」（スタンレー鈴木）
星を撒いた街 H23.6.25 夏葉社 2200 花の精 和日庵 青春自畫像 病める魂 晩春日記 諷詠詩人 星を撒いた街 撰者解説：山本善行


